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「平成 25年度総研大国際シンポジウム開催     学融合推進センター」 
「学長イニシアティブ事業 第 3回総研大『異分野結合フォーラム』     
 －知識結合の拠点形成に向けて-を開催      学融合推進センター」 
「サイエンスカフェ『カラスなぜ鳴くの？』－カラスの鳴き声の研究－ 
を開催                    学融合推進センター」 
「総研大『科学知の総合化』プログラム公開シンポジウムを開催          
                       生命共生体進化学専攻」 
















































開催日時：平成 26年 2月 3日（月）～2月 4日（火） 
開催場所：葉山キャンパス 


































































集団遺伝学における Approximate Bayesian Computation (ABC法)について、その理論と応用例に
ついて報告しました。遺伝学専攻の井ノ上逸朗教授は 6 番染色体上の HLA 領域は免疫疾患を中心
として様々な病気との関係が調べられている医学的にも重要な領域ですが、この領域の多型を調
べ、日本人集団は様々な混合された起源を持つことを確認したことを報告しました。本シンポジ













【文責 学融合推進センター 講師 岩瀬峰代】 
 
 学長イニシアティブ事業 第 3 回総研大『異分野結合フォーラム』－知識結合の
拠点形成に向けて-を開催 
 












































































































文部科学省 大臣官房 政策課 評価室長／（併）科学技術改革タスクフォース戦略室長／（併）科
学技術・学術政策局 政策科学推進室次長 










































































































































































































































































































































































































































                                                                                     
○先導科学研究科 生命共生体進化学専攻 鈴木俊貴 研究員(JSPS･SPD 特別研究員) 
「日本生態学会奨励賞（鈴木賞）」受賞 
 
○物理科学研究科 機能分子科学専攻 望月建爾 学生 
第４回「日本学術振興会育志賞」受賞 
 
○生命科学研究科 生理科学専攻 中畑 義久 修了生 
第４回「日本学術振興会育志賞」受賞 
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